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医
療
届
か
ぬ
児
童
…

医
療
届
か
ぬ
児
童
…

　

ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
だ
け
で

な
く
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
韓
国
な

ど
世
界
の
い
た
る
所
の
選
挙

戦
で
、
予
想
外
の
展
開
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
変
化
の
そ
こ

に
見
え
隠
れ
す
る
の
は
既
存

の
政
治
家
た
ち
へ
の
ぬ
ぐ
い

切
れ
な
い
不
信
感
だ
。

　

日
本
の
保
守
政
党
は
政
策

を
官
僚
に
任
せ
て
、
選
挙
戦

と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
防
止
に
注

力
し
て
不
信
へ
の
防
御
策
を

巧
み
に
講
じ
て
き
た
。

　

折
し
も
、
パ
ナ
マ
文
書
で

世
界
中
の
政
治
家
な
ど
指
導

者
層
が
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

を
利
用
し
て
税
逃
れ
を
し
て

い
る
疑
惑
が
広
が
っ
た
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
を
毎
日
肝
を
冷

や
し
な
が
ら
見
て
い
る
財
界

や
政
界
の
大
物
た
ち
も
少
な

く
な
か
ろ
う
。

　

選
挙
が
近
づ
く
と
、
改
憲

問
題
や
自
衛
隊
海
外
派
兵
の

議
論
は
一
時
棚
上
げ
さ
れ

て
、
経
済
問
題
に
土
俵
が
移

さ
れ
る
。
企
業
業
績
が
下
向

け
ば
、
貴
方
は
職
を
失
う
危

機
に
あ
る
の
だ
よ
と
国
民
を

脅
か
す
。

　

選
挙
は
日
程
上
に
あ
り
、

今
さ
ら
中
止
も
延
期
も
で
き

な
い
。
後
は
有
権
者
の
関
心

を
ど
こ
に
逸
ら
す
か
だ
ろ
う

が
、
有
権
者
は
い
つ
ま
で
も

騙
さ
れ
て
は
い
な
い
。

保険医年金・休業保障・労
働保険などに関するお問い
合わせは、共済部直通電話
06－6568－7438をご利用く
ださい。
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ス
ト
ッ
プ格

差
と
貧
困
の
中
で

患
者
負
担
増

患
者
負
担
増

講演する小内氏＝６月
５日、M＆Dホール 　

講
習
を
受
け
る
参
加
者
ら   　

＝
５
月
22
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　

小
内
氏
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
健
康
情
報
に
つ
い
て
、

生
タ
マ
ネ
ギ
の
〝
血
液
サ
ラ

サ
ラ
〞
効
果
を
報
じ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
や
診
療
の
中
で
経
験

し
た
事
例
を
交
え
な
が
ら
、

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
は
健
康
食
品
や
Ｔ
Ｖ
番
組
、
書
籍
な
ど
が

発
信
す
る
「
健
康
情
報
」
の
裏
側
を
考
え
よ
う
と
５
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
市
民
講
座
を

開
き
１
０
７
人
が
参
加
。
小
内
亨
氏
（
お
な
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
講
演
し
、
健

康
情
報
に
か
か
る
バ
イ
ア
ス（
偏
向
）が
つ
く
ら
れ
る
３
つ
の
視
点
を
紹
介
し
、
啓
発
を
促

し
た
。
講
演
前
に
は
２
０
１
６
年
度
の
総
会
を
行
い
、
小
澤
力
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

▽
メ
デ
ィ
ア
が
ス
ポ
ン
サ
ー

に
都
合
の
い
い
情
報
の
み
を

伝
え
る
「
ス
ポ
ン
サ
ー
バ
イ

ア
ス
」、
▽
商
業
的
な
面
か

ら
大
衆
の
関
心
が
向
く
テ
ー

マ
に
縛
ら
れ
る
「
テ
ー
マ
選

択
バ
イ
ア
ス
」、
▽
大
衆
が

興
味
の
湧
く
情
報
に
選
別
す

る
た
め
に
情
報
を
恣
意
的
に

誘
導
す
る
「
内
容
選
別
バ
イ

ア
ス
」
―
の
３
つ
に
分
け
て

紹
介
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
バ
イ
ア
ス
が

か
か
り
や
す
い
事
例
と
し

て
、
市
場
規
模
が
拡
大
す
る

サ
プ
リ
メ
ン
ト
業
界
を
取
り

上
げ
、
特
に
注
意
が
必
要
と

指
摘
。

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
多
く
に

科
学
的
根
拠
が
な
く
、「
飲

む
だ
け
で
簡
単
に
健
康
に
な

れ
る
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
健
康
へ

の
近
道
は
食
事
と
運
動
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

講
演
の
前
に
は
、
同
連
絡

会
の
第
７
回
総
会
が
開
か

れ
、
世
話
人
の
平
尾
清
司
氏

が
２
０
１
５
年
度
の
活
動
報

告
と
16
年
度
の
活
動
方
針
を

提
案
し
了
承
さ
れ
た
。
新
た

な
世
話
人
に
平
野
権
栄
氏

（
堺
市
）
と
増
田
宏
美
氏

（
歯
科
衛
生
士
）
を
選
出
し

た
。ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ

講
座

　

市
民
講
座
の
前
に
は
、
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
講

座
を
開
き
、
参
加
者
一
人
ひ

と
り
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法

を
指
導
し
た
。
受
講
し
た
男

性
は
、「
思
っ
て
い
た
以
上

に
磨
き
残
し
が
あ
る
こ
と
に

気
付
け
た
。
今
後
は
、
意
識

し
て
歯
磨
き
を
し
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　

社
保
研
究
部
は
、『
歯
科

保
険
診
療
の
研
究
２
０
１
６

年
４
月
版
』
を
テ
キ
ス
ト
に

社
保
講
習
会
を
５
月
22
日
、

保
険
医
会
館
で
開
催
し
、
60

人
が
参
加
し
た
。
今
次
改
定

を
中
心
に
点
数
算
定
の
ル
ー

ル
や
カ
ル
テ
記
載
に
つ
い
て

同
部
の
吉
田
裕
志
部
長
、
安

積
中
副
部
長
、
平
尾
清
司
副

部
長
が
解
説
し
た
。

　

歯
管
の
文
書
提
供
、
エ
ナ

メ
ル
質
初
期
う
蝕
管
理
加
算

と
Ｆ
局
の
違
い
、
色
調
彩
得

検
査
の
要
件
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ

（
Ⅰ
）
と
（
Ⅱ
）
に
入
る
前

の
歯
周
病
検
査
の
算
定
な
ど

実
際
の
診
療
か
ら
で
る
疑
問

・
質
問
が
相
次
い
だ
。
医
管

（
Ⅱ
）
は
、
医
科
か
ら
の
情

報
提
供
文
書
が
必
須
で
は
な

い
こ
と
や
、
ブ
リ
ッ
ジ
支
台

歯
に
つ
い
て
は
、
④
⑤
６
⑦

Ｂ
ｒ
の
場
合
も
第
一
小
臼
歯

に
前
装
冠
が
適
用
と
な
る
こ

と
な
ど
、
現
時
点
の
疑
義
解

釈
を
ふ
ま
え
て
解
説
し
た
。

ま
た
、
新
設
項
目
の
在
宅
患

者
訪
問
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
指
導
管
理
料
は
実
施

場
所
や
指
導
内
容
、
訪
問
診

療
料
の
時
間
内
に
訪
問
口
腔

リ
ハ
の
実
施
時
間
を
含
め
て

算
定
し
て
よ
い
か
な
ど
、
質

問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
次

回
９
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

小
内
亨
氏
が
講
演

お 

な 

い 

内 

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

講
演
を
聞
く
参
加
者

偏る「健康情報」に警鐘偏る「健康情報」に警鐘
保険でよい歯科医療を大阪連絡会　第７回総会／市民講座に107人

社
保
研
究
部

今次改定で社保講習会
新テキスト使い60人が参加

　協会は患者負担増の中止を求める
請願署名に取り組んでいます。署名
用紙の追加は事務局（TEL06-6568-
7731）までお問い合わせください。

請願署名に協力を

　

学
校
現
場
で
は
子
ど
も
の

貧
困
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
１
週

間
服
装
が
変
わ
ら
な
い
子
。

給
食
が
１
日
で
唯
一
の
食
事

の
子
。
そ
し
て
、
口
の
中
が

ボ
ロ
ボ
ロ
の
子
…
…
。

た
め
ら
う
受
診

　

「
先
生
、
歯
が
痛
い
」

　

大
阪
府
内
の
あ
る
公
立
小

学
校
。
２
年
生
の
男
児
が
顔

を
歪
め
て
保
健
室
に
駆
け
込

ん
で
き
た
。
着
て
い
る
Ｔ
シ

ャ
ツ
は
、
血
の
混
じ
っ
た
よ

だ
れ
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て

い
た
。
養
護
教
諭
が
驚
い
て

口
の
中
を
の
ぞ
き
込
む
と
、

思
わ
ず
言
葉
を
失
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
の
歯
が
溶
け
て
根
っ

こ
だ
け
に
な
り
、
痛
み
で
口

も
閉
じ
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ

た
。

　

う
が
い
を
さ
せ
て
氷
で
冷

や
し
、
す
ぐ
に
治
療
す
る
よ

う
に
担
任
教
師
を
通
じ
て
保

護
者
に
促
し
た
。
男
児
の
母

親
は
「
分
か
り
ま
し
た
」
と

応
じ
た
。

　

で
も
、
受
診
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

男
児
は
５
人
き
ょ
う
だ
い

の
末
っ
子
。
父
親
は
服
役
中

で
、
母
子
家
庭
状
態
だ
っ

た
。
母
親
は
一
人
で
家
族
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
、
経
済

的
な
不
安
か
ら
受
診
を
た
め

ら
っ
た
の
か
。
養
護
教
諭
は

「
目
の
前
の
生
活
に
必
死
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
男
児
は

明
る
く
気
さ
く
な
子
。
ひ
ど

く
な
る
前
に
気
づ
い
て
や
れ

た
ら
」
と
悔
や
ん
だ
。

５
０
０
円
の
壁

　

糖
尿
病
を
患
う
４
年
生
女

児
は
、
携
帯
型
の
イ
ン
ス
リ

ン
ポ
ン
プ
を
装
着
し
、
毎
日

昼
休
み
に
保
健
室
で
血
糖
値

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
あ

る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
養

護
教
諭
が
ポ
ン
プ
を
確
認
す

る
と
、
電
池
が
切
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。「
電
池

交
換
し
と
い
て
ね
。
１
０
０

円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
え
ば
い
い

か
ら
」
と
伝
え
る
と
、
ぽ
つ

り
と
打
ち
明
け
た
。「
先

生
、
知
っ
て
る
？
う
ち
の
家

は
１
日
１
０
０
０
円
し
か
使

え
へ
ん
ね
ん
」。

　

子
ど
も
医
療

費
助
成
の
一
部

負
担
金
（
１
回

５
０
０
円
）
さ

え
も
捻
出
で
き

な
い
世
帯
が
続

出
す
る
な
か

で
、
安
倍
政
権

は
患
者
負
担
を

さ
ら
に
増
や
す

計
画
を
進
め
て
い
る
。
年
齢

や
所
得
に
関
ら
ず
す
べ
て
の

国
民
に
影
響
を
及
ぼ
す
の

が
、
受
診
の
度
に
一
定
額
を

上
乗
せ
し
て
徴
収
す
る
「
受

診
時
定
額
負
担
」
だ
。
来
年

の
国
会
へ
法
案
提
出
す
る
方

針
を
示
し
て
い
る
。

　

国
が
大
企
業
向
け
の
経
済

政
策
を
優
先
す
る
一
方
で
、

子
ど
も
の
命
が
置
き
去
り
に

さ
れ
て
い
る
。
学
校
現
場
で

貧
困
と
向
き
合
っ
て
き
た
養

護
教
諭
は
危
機
感
を
強
め

る
。

　

「
５
０
０
円
で
も
気
軽
に

受
診
を
勧
め
ら
れ
な
い
の

に
、
負
担
が
増
え
れ
ば
子
ど

も
た
ち
の
健
康
が
さ
ら
に
脅

か
さ
れ
ま
す
。
保
護
者
へ
の

啓
発
も
必
要
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
が
確
実
に
治
療
で
き

る
よ
う
に
医
療
費
負
担
は
ゼ

ロ
に
し
て
ほ
し
い
」

口
腔
崩
壊
の
児
童
の
写
真
を
な
が
め
、

実
態
を
語
る
養
護
教
諭
ら　
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